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東北地方の津波堆積物
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現代と過去の津波堆積物
の化学的特徴を把握

従来法では判別困難な
「泥質」の津波堆積層等を
地球化学的手法で検出
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津波堆積物の地球化学的判別
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従来法では判別困難な「泥質」の
津波堆積層等を地球化学的手法により検出する

携帯型X線分析装置
による堆積物表面の
元素分析

泥質，砂質の両方の津波堆積物の分布域を
把握することでより正確な過去の浸水域を実証可能

津波
泥 砂

海陸

目視でも
推定可

化学判別
を適用

より内陸まで到達する粒径の小さい泥質
の津波堆積物を見つけることが重要



堆積物試料の分析方法
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地球化学判別手法による津波堆積物の評価（仙台平野） 5
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Na/Tiが増加

ナトリウム/チタン比（Na/Ti）が
津波堆積物の指標として有効

(Watanabe et al., Applied Geochemistry, 2020)



地球化学判別手法による津波堆積物の評価（静岡平野） 6

ボーリングコア
岩相Na/Ti

深
さ

洪水堆積物

津波堆積物

各層の元素の
存在比を測定

ナトリウム（Na）などの
海由来と考えられる成分と
岩石の破片に含まれる
チタン（Ti）との相対比が
津波堆積物の指標の一つ
として有効

(令和3年11月4日プレスリリース)



地球化学判別手法による津波堆積物の評価（静岡平野） 7
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約4000年前の
津波堆積物層で
クロム（Cr）の
相対比が高い値
を示した
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2-T2

(Kitamura et al., 2013)



地球化学判別手法による津波堆積物の評価（宮崎平野） 8

重鉱物分析による津波堆積物中のジルコンの検出

ポータブル蛍光エックス線分析装置
による津波堆積物の化学分析結果

宮崎平野から堆積物試料を採取
（1662年寛文日向灘地震による
津波堆積物を含む）

津波堆積物層からジルコニウム（Zr）
及び重鉱物であるジルコン（ZrSiO4）
を検出

→ 宮崎平野の津波堆積物を
判別する指標として有効

地質学的な手法に加えて、地球化学判別手法の適用性を評価し
周辺地質の特徴などに応じた判別指標を適切に選択することが重要

(令和4年2月10日プレスリリース)

(Watanabe et al., Marine Geology, 2022)



地球化学判別手法による津波堆積物の評価（宮崎平野） 9
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Zr/Tiの
ピークを
検出

津波及び
地震後の
沈降による
海水の浸入

1662年
寛文日向灘地震
による津波堆積物

(Watanabe et al., Marine Geology, 2022)



実施内容のまとめと今後の展望
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まとめ
① 仙台平野ではナトリウム/チタン（Na/Ti）比，静岡平野ではクロ

ム/チタン（Cr/Ti）比，宮崎平野ではジルコニウム/チタン
（Zr/Ti）比などが津波堆積物の指標の一つとして有効

② 地域，時代ごとの津波堆積物の地球化学的特徴を把握するこ
とが重要（津波により運ばれた海底や浜提の化学組成を反映）

③ 地質学的な手法に基づく従来法に加えて，地球化学的判別手
法を用いることでより精緻な情報が得られると期待

今後の展望
・ より広範囲での津波堆積物調査へ適用
・ 化学組成に加えて重鉱物組成の情報も把握することで他のイ
ベント堆積物との判別へ適用
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